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上田市公文書館だより/第 20 号 
■公文書館から 

「石 碑 は語 る」 
●公文書館のそばに「殉国英霊之碑」と彫られた高さ３．５メートル、幅１．４メートルの大きな石碑

があります。敷地は玉垣で囲われ、春には境内に桜が咲きます。旧東内村役場文書によると、この

石碑の建立については、村が昭和２９年９月２５日に村議会へ

提案し、約５０万円かけて同年１２月３０日に竣工したとありま

す。旧東内村は同年１０月１日に丸子町と合併しているので、こ

の石碑の建立は村としての最後の事業になったものと思われま

す。●碑文は善光寺の半田孝海大僧正が揮毫し、裏文は小平

一郎村長によるもので、石棹には良質の仙台石が使用され、建

設費用の一部は村民の寄附によりまかなわれたとのことです。

●この碑の横に小ぶりの石碑が添えられており、ここには明治時代の西南戦争、日清戦争、日露

戦争、大正時代のシベリア出兵、昭和時代の満州事変、支那事変、第二次世界大戦（大東亜戦

争）で出征し、亡くなった村出身者の銘板が添えられています。●戦没者の数は、西南戦争から支

那事変まではそれぞれ一桁代でしたが、大東亜戦争では一挙に７２人にのぼりました。旧東内村

の世帯数は４００弱だったので、およそ５世帯につき１人が亡くなった勘定となります。戦争は起こし

てはならないと、この石碑は静かに語っている気がします。（土屋） 
 

■公文書館の催し ※新型コロナの状況により延期・中止があります。事前のご確認をお願いします。 

◎上田市公文書館開館 3 周年記念 公文書館・郷土博物館共同企画展 

「所蔵資料でたどる上田・丸子地域の製糸、絹糸紡績の歩み」 

■期間 当初 5月 29日(日)まででしたが、8月 21日（日）まで延長します。 

■観覧料 100円 

■展示説明 御希望により随時行います。学習グループ等での説明をご希望の場合は、事

前にご連絡願います。時節柄、グループ人数は、概ね 5名程度としてください。 

■公文書館のご案内 開館時間：午前 9時～午後 5時（最終入館は午後 4時 30分までに） 

 

□住所・電話 

〒386-0413長野県上田市東内 2564-1 

℡0268(75)6682 Fax0268(75)6683 

□メール 

kobunshokan@city.ueda.nagano.jp 

□ホームページ 

上田市ホームページ内を公文書館で検索 
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■公文書館所蔵資料の紹介 

信
濃
絹
糸
紡
績
株
式
会
社
「
官
庁
事
項
」
文
書(

大
正
14
年
～
昭
和
４
年) 

 
◆
こ
の
「
官
庁
事
項
」
の
簿
冊
は
２
点
あ
り
、
大
正
１４

年
か
ら
昭
和
４
年
ま
で
の
簿
冊
、昭
和
11

年
か
ら
19

年

ま
で
の
簿
冊
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
た
昭
和
３
年
９
月
６
日
付
の
公
文
書
は
、
千
葉
了
長
野
県

知
事
名
で
、
工
藤
善
助
信
濃
絹
糸
紡
績
社
長
に
対
し
て
、
小
県
郡
東
内
村
に
工
場
の
陸
上
汽
罐(

蒸
気
が
ま)

を

設
置
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
通
知
文
書
で
す
。
◆
大
正
７
年(

１
９
１
８
年)

に
金
子
行
徳
氏
に
よ
り
創
業
さ
れ

た
信
濃
絹
糸
紡
績
株
式
会
社
は
、
依
田
社
の
晒
練 (

せ
い
れ
ん) 

所
・
蛹
工
場
・
石
鹸
工
場
な
ど
を
買
収
し
て
、

当
初
は
資
本
金
５０

万
円
で
発
足
し
ま
し
た
。
絹
糸
紡
績
は
く
ず
繭
、く
ず
生
糸
な
ど
を
原
料
に
機
械
に
よ
り
絹

糸
を
つ
く
る
産
業
で
、
金
子
氏
の
卓
越
し
た
経
営
手
腕
に
よ
り
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
生
糸
相
場
の
暴
落
や

金
融
恐
慌
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。
◆
昭
和
１９

年
、
軍
事
工
場
へ
の
転
換
を
国
か
ら
命
令
さ
れ
ま
し
た
が
絹
糸
紡

績
の
器
械
を
鋲
一
本
ま
で
良
好
に
保
存
し
、
終
戦
後
は
事
業
を
早
期
に
再
開
し
ま
し
た
。
昭
和
３７

年
に
は
電
子

機
器
事
業
へ
の
多
角
経
営
に
取
組
み
、
昭
和
４８

年
に
社
名
を
「
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
株
式
会
社
」
と
変
更
し
、
発
展
を

続
け
て
い
ま
す
。
◆
金
子
氏
は
明
治
１１

年(
１
８
７
８
年)

に
小
県
郡
殿
城
村
赤
坂
に
生
ま
れ
、
上
田
中
学
校(

現

上
田
高
校)

を
卒
業
後
、
東
京
正
則
英
語
学
校
に
学
び
ま
し
た
。
野
沢
中
学
校
の
英
語
教
師
、
陸
軍
通
訳
、
東
京

報
知
新
聞
記
者
な
ど
に
従
事
し
、
記
者
時
代
に
は
欧
米
の
海
外
特
派
員
と
し
て
発
明
王
エ
ジ
ソ
ン
を
取
材
す
る

な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。
◆
金
子
氏
は
信
濃
絹
糸
紡
績
株
式
会
社
の
経
営
と
共
に
、
地
域
の
発
展
に
も
強
い
関
心

を
持
ち
、昭
和
７
年
か
ら
は
地
元
の
殿
城
村
長
を
務
め
ま
し
た
。戦
後
は
県
公
安
委
員
長
な
ど
多
く
の
公
職
に
就

任
し
、昭
和
４０

年
に
８８

歳
で
逝
去
し
ま
し
た
。(

倉
澤) 

 

■公文書館の利用について ※公文書館は入場無料、郷土博物館展示室は有料（大人 100 円） 

 
 資料の検索：目録検索システムをご利用ください。 

 閲覧の申込：所定用紙でお申込みください。メール、ファックスで

もお申込みできます。一度に閲覧できる点数は「５点」までです。 

 資料の閲覧：個人情報の審査終了後、閲覧の可否を連絡します。

館外貸出しは行いませんので、館内閲覧室でご覧ください。 
 

◎審査にお時間をいただく場合があります。また、個人情報を含む資料は

閲覧できない場合があります。 

◎目録検索システム、閲覧申込書は、上田市ホームページの公文書館のペ

ージからご利用ください。 
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「官庁事項」簿冊 
大正 14年 1月から昭和
4 年 12月まで、信濃絹糸
紡績株式会社が国・県・
町からの通知、申請文書
等を綴った簿冊。 

大正 7年、信濃絹糸紡績
株式会社を創業した金子
行徳氏。社長は依田社社
長工藤善助氏が務め、金
子氏は専務取締役として
経営に当たり、事業を発展
させ、後に社長となる。 


